




























































































































































































であることから EA⊥AB かつ AD⊥AB
であるため，AB⊥ADHEであることを導
く．次に，面 P と直線 L が垂直関係であ
るならば面上の任意の直線 M と直線 L
が垂直であることを利用して，AB⊥AH




















直面角：HA と ABCD からなる角 














わせた．問題 2も問題 1 と同様，平面角
の大きさを求めるものである．正答は，






である．ただ，問題 1 と同様∠HAF をい
かなる角と捉えるのか，その可能性は複
数ある．例えば次のものが考えられる． 
平面角：平面 HAF 上にできる線分 HA
と AF からなる角 
直面角：線分 HA(or AF)と面 ABFE (or 
ADHE) がつくる角 
二面角：面 ABFE と面 ADHE がつくる
角 















た生徒は 16.7 % であり，90°の誤答が












































問題 1 において，∠HAB の大きさを頂















































































と切断面 ABGH の 3 つの要素によって






































2 学年（空間図形は既習）の生徒 6 ペア





時間 5 分，インタビューアによる質問 10
































































                                                        
3 生徒 F のペアの生徒が生徒 Eである 
方体の性質などではなく直観的である
























表 2：生徒 F のコンセプション 
P 問題の立方体において∠HAB の
大きさを求める 



























































































































































































































Balacheff, N. & Gaudin, N. (2002) "Students 
conceptions: an introduction to a formal 
characterization." Cahier Leipniz, vol.65. 
Parzysz, B. (1988). “Knowing” vs “seeing”. 
Problems of the plane representation of 
space geometry figures. Educational 
studies in mathematics, 19(1), 79-92. 
Parzysz, B. (1991). Representation of space 
and students' conceptions at high school 
level. Educational Studies in 
Mathematics, 22(6), 575-593. 
影山和也 (1998). 「空間的思考の階層性
に関する考察.」 数学教育論文発表
















中村幸四郎他 訳・解説 (1996). ユーク
リッド原論 縮刷版. 共立出版 
三ツ間伸太朗 (2015). 「空間図形領域に
おける学習の困難性についての一
考察 ～角そのものの性格に焦点を
当てて～」. 上越数学教育研究第 30
号, 93‐100. 
三ツ間伸太朗，宮川健 (2015). 「三次元
空間における角についての中学生
のコンセプション」．日本数学教育
学会第 48 回秋季研究大会発表集，
261-262. 
－ 28 －
